
 平成 22 年９月 17 日 

夢を育み、志を実現させる清高教育 

～「金剛の意志」の精神のもと、指導者たる人材を育てる～ 
 

七
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
に
、
本
校
理
数
科
の
中
学
生
一
日
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
二
日
間
に
お
け
る
来
校
者
は
、
総
計
二
○
二
人
（
中
学
生
一
四
八
人
、
教
員
二
人
、
保
護
者
五
十
二
人
）。
日
程
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。 

 

○
全
体
会 

① 

理
数
科
概
要
説
明 

 
 
 
 
 
 

② 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
概
要
説
明 

 
 
 
 
 
 

③ 

理
数
科
説
明
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映 

 
 
 
 
 
 

④ 

理
数
科
生
徒
（
三
年
生
）
の
話 

 

○
理
科
実
験
実
習 

（
事
前
登
録
し
た
科
目
に
つ
い
て
実
施
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

物
理 

･
･
･
 

単
振
り
子
の
実
験 

 
 
 
 
 
 
 
 

化
学 

･
･
･
 

銀
を
め
ぐ
る
実
験 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
物 

･
･
･
 

酵
素
に
関
す
る
実
験 

 

○
課
題
研
究
発
表 
（ 

五
月
に
実
施
し
た
発
表
会
の
代
表
研
究
を
１
件
、
生
徒
が
再
度
発
表
。） 

 

○
先
輩
と
の
懇
談
会
（ 
理
数
科
一
年
生
が
、
中
学
生
や
保
護
者
の
質
問
に
直
接
答
え
ま
し
た
。） 

 

本
校
で
は
毎
年
、
体
験
入
学
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
理
科
実
験
実
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
学
後
に
理

数
科
の
生
徒
が
学
習
す
る
理
科
実
験
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
高
校
で
の
授
業
の
様
子

を
体
験
し
て
頂
く
と
い
う
企
画
で
す
。
授
業
で
は
理
数
科
２
年
生
の
生
徒
達
が
実
験
の
補
助
と
し
て
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
つ
と
め
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
約
１
時
間
の
実
験
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生
達
の
感
想
に
は
、 

 
 

・
分
か
り
や
す
い
。
こ
う
い
う
理
科
の
授
業
を
い
っ
ぱ
い
受
け
た
い
で
す
。 

 
 

・
補
助
に
つ
い
て
く
れ
た
２
年
生
の
先
輩
方
が
と
て
も
親
切
で
し
た
。 

 
 

・
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
実
験
で
し
た
が
説
明
も
分
か
り
や
す
く
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
な
ど
の
意
見
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

例
年
に
な
く
厳
し
い
暑
さ
を
迎
え
た
中
で
の
体
験
入
学
で
し
た
が
、
来
校
さ
れ
た
中
学
生
や
保
護
者
の
方
々
は
熱
心
に
見
学
や

質
問
を
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

伝
統
の
夏
休
み
学
習
合
宿
が
、
今
年
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
年
生
の
八
十
三
名
（
理
数
科
三
十
六
名
、
普
通

科
四
十
七
名
）
の
生
徒
が
参
加
し
、
小
山
町
の
富
士
研

修
セ
ン
タ
ー
で
五
泊
六
日
の
勉
強
漬
け
の
日
々
を
過

ご
し
ま
し
た
。
高
原
の
涼
し
い
空
気
の
中
で
、
多
い
生

徒
は
一
日
十
二
時
間
以
上
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

八
月
一
日
〜
五
日
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
で
行
わ
れ
た
「
美

ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
に
出
場
し
ま
し
た
。 

 

団
体
戦
は
予
選
ラ
ウ
ン
ド
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

個
人
戦
は
中
野･

穴
田
の
両
選
手
が
上
位
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
み
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
貴
重
な
経

験
を
今
後
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

＊
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
高
校
入
学
前
に
全
国
レ
ベ
ル
の
実
績

を
持
つ
生
徒
が
登
録
し
、
校
外
で
活
動
し
ま
す
。 

 

受
験
を
控
え
た
三
年
生
を
対
象
に
、
「
通
い

の
学
習
合
宿
」
が
夏
休
み
連
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

八
時
十
分
〜
十
二
時
、
十
二
時
四
十
五
分
〜

十
八
時
（
九
時
間
）
＋
家
庭
学
習 

一
日
十
時
間
の
学
習
を
目
指
し
て
、
一
日
平
均

八
十
人
の
生
徒
が
教
室
で
勉
強
し
ま
し
た
。 

 

会
場
は
静
粛
そ
の
も
の
。
一
言
も
し
ゃ
べ
る

生
徒
は
い
な
く
て
、
四
階
の
三
年
生
の
教
室
は

図
書
館
の
よ
う
な
静
け
さ
で
し
た
。 

 

七
月
二
十
九
日
（
木
）
に
、
清
水
第
一
中
学
校
の
生
徒
二
十

人
を
対
象
に
中
高
交
流
実
験
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
は
中

学
生
の
感
想
の
抜
粋
で
す
。 

 

・
中
学
生
で
は
体
験
で
き
な
い
実
験
が
多
く
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。 

・
理
科
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
日
の
体

験
で
理
科
の
面
白
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
学
校
の

理
科
も
頑
張
っ
て
や
り
た
い
で
す
。 

・
高
校
生
の
教
え
方
は
熱
心
で
本
当
に
う
ま
か
っ
た
で
す
。
学

校
の
先
生
み
た
い
な
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
教
え
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
ま
し
た
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

去
る
八
月
二
日
・
三
日
に
、
恒
例
の
東
京
大
学
・
理
化
学
研

究
所
研
修
が
、
理
数
科
一
年
生
四
十
名
が
参
加
し
、
一
泊
二
日

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
東
京
大
学
訪
問
。
本
校
卒
業
の
現
役
東
大
生
が
、
本
郷
キ
ャ

ン
パ
ス
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
達
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
医
学
部
・
薬
学
部
・
工
学
部
を
訪
問
。
講
義
を
聴
い
た

り
研
究
室
の
見
学
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
に
は
宿
泊
し
た
ホ
テ

ル
に
本
校
卒
業
の
現
役
東
大
生
を
招
き
、「
理
数
科
卒
業
生
と
語
る
会
」
も

開
催
し
ま
し
た
。 

二
日
目
は
理
化
学
研
究
所
（
埼
玉
県
）
訪
問
。
仁
科
加
速
器
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
世
界
最
高
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
は
じ
め
、
分
光
器
制
作
実
習
も
お

こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
達
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。
最
新
の
脳
科
学
に
関
す
る
講
義
も
受
講
し
、

生
徒
達
は
最
先
端
の
研
究
に
触
れ
る
貴
重
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

理
数
科
の
三
年
生
六
名
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
七
日
（
土
）
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
東
海
地
区
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
〇
（
中
部
地
区
大
会
）
に
参
加
し
、
昨
年
実
施
し
た
課
題

研
究
の
成
果
に
関
す
る
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
二
題
で
、
横
道
さ
ん
・

望
月
さ
ん
発
表
に
よ
る
「
マ
ウ
ス
に
お
け
る
茶
と
血
糖
値
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
」
、
池
田
君
・
鳴
田
君
に
よ
る
発

表
「
屈
折
率
勾
配
を
持
つ
溶
液
に
現
れ
る
虚
像
の
研
究
」
を
行
い
、
口
頭
発
表
一
題
は
竹
村
君
・
高
山
君
に
よ
る
「
ア

ゾ
色
素
の
臭
素
化
と
色
の
変
化
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
県
の
四
県
か
ら
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
代

表
が
一
堂
に
集
ま
り
、
発
表
・
意
見
交
換
を
行
う
価
値
あ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
理
数
科
の
三
年
生
四
名
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
（
火
）
〜
四
日
（
水
）
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ

Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会
（
全
国
大
会
）
に
参
加
し
、
昨
年
の
課
題
研
究
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は

全
国
百
校
以
上
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。 

本
校
の
井
上
君
、
森
さ
ん
、
山
梨
君
、
宮
本
さ
ん
が
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
の
ロ
ー
ズ
香
に
よ
る
ハ
ツ
カ
ダ

イ
コ
ン
幼
植
物
の
成
長
促
進
作
用
に
つ
い
て
」
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
四
名
と
も
実
に
堂
々
と
し
た
立
派

な
発
表
で
し
た
。
文
部
科
学
省
の
鈴
木 

寛 

副
大
臣
か
ら
、
発
表
に
対
し
て
直
接
に
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ
く

な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

全
国
高
校
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
０

で
、
清
高
生
が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
国
内
の
高
校
生
お
よ
び
中

学
生
に
化
学
の
力
試
し
の
場
を
提
供
す
る

た
め
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

成
績
優
秀
者
の
う
ち
一
、
二
年
生
の
四
名

は
、
一
年
間
の
指
導
期
間
を
経
て
国
際
化
学

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表
と
し
て
派
遣

さ
れ
ま
す
。 

今
年
度
は
七
月
十
九
日
（
月
）
海
の
日
に
、

全
国
五
十
四
会
場
（
静
岡
は
静
岡
大
学
）
で

一
次
選
考
試
験
（
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
）
が
行

わ
れ
、
二
八
七
九
名
が
受
験
し
ま
し
た
。 

八
月
二
十
一
、
二
十
二
日
（
土
、
日
）
に

京
都
大
学
で
行
わ
れ
た
二
次
選
考
（
実
験
と

レ
ポ
ー
ト
）
に
は
、
全
国
の
一
次
選
考
高
得

点
者
か
ら
順
に
八
十
名
の
生
徒
が
選
ば
れ

参
加
し
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
三
年
生
の
大

島
辰
之
輔
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
（
静
岡
県

で
は
本
校
の
み
） 

一
次
選
考
と
二
次
選
考
の
合
計
点
で
競

わ
れ
た
表
彰
で
は
、
大
島
君
が
銅
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。 

詳
細
は
、
全
国
高
校
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

八
月
に
行
わ
れ
た
名
古
屋
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

六
十
一
名
、
横
浜
国
立
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
五
十

七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

名
古
屋
大
学
で
は
、
本
校
卒
業
の
在
学
生
に
理
・
工
・
法
・

農
の
各
学
部
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
研
究
室
訪
問
な

ど
を
通
し
て
大
変
有
意
義
な
時
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 横

浜
国
立
大
学
で
は
、
本
校
卒
業
生
で
工
学
部
准
教
授
の

松
井
先
生
と
酒
井
先
生
か
ら
受
験
に
対
す
る
心
構
え
や
、
大

学
に
入
学
し
て
か
ら
の
学
習
に
対
す
る
心
構
え
、
研
究
内
容

等
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
在
学

中
の
本
校
卒
業
生
二
名
か
ら
も
大
学
生
活
の
様
子
や
高
校
で

の
学
習
の
や
り
方
、
大
学
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
等
有
意
義
な
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
の
進
路
選
択
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
十
日
ま

で
の
二
週
間
、
福
岡
と
佐
賀
を
会
場

に
、
「
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成

塾
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
高
校
生

約
百
八
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
校

で
は
、
二
年
生
の
鈴
木
勝
英
君
が
県
の

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

塾
長
は
経
団
連
会
長
で
、
元
マ
レ
ー

シ
ア
首
相
、
元
国
連
事
務
次
長
、
会
社

経
営
者
や
浪
曲
師
な
ど
二
十
三
人
が

講
師
と
な
り
ま
し
た
。 

鈴
木
君
は
「
日
本
各
地
に
友
達
が
で

き
た
。
最
高
の
講
義
が
聴
け
た
。
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

県知事と共に(後列右から二番目) 
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